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イスラエル・パレスチナ戦争の暴力行為を非難し、即時停戦を求める

決議 

 

本年10月７日、パレスチナ自治区ガザ地区を支配するイスラム組織ハマスとイス

ラエル軍との戦闘が始まった。 

11月10日時点におけるイスラエル側の死亡者が1,200人以上（ＵＮＯＣＨＡ（国

連人道問題調整事務所）発表）、ガザ地区での死亡者が11,078人（ガザ地区地元当

局発表）とされ、ガザ保健省のデータによれば、11月３日時点のガザ地区での死亡

者のうち、67％が子どもや女性とされ、少なくとも192人が医療従事者とされてい

る。 

今回の紛争による双方の犠牲者の多くが民間人であり、女性や子どもたちが無差

別な攻撃により生命を落とし、住む場所を失い、食料や医薬品の不足、衛生環境の

悪い中での生活を余儀なくされている。 

11月８日には先進７か国（Ｇ７）外相会合が、ガザ地区の人道危機に対処するた

め、戦闘休止を支持するなどとしたＧ７外相声明を発表し、国連安全保障理事会は

11月15日に緊急会合を開き、ガザ地区の子どもの人道状況を改善するための戦闘の

一時休止と人質の即時解放を求める決議を採択している。12月12日には国連の緊急

特別会合で人道目的の即時停戦を求めるほか、全ての人質の解放や人道支援の確保

などを求める決議案の採決が行われた。よって本市議会は下記の事項を強く求める

ものである。 

 

記 

 

１ 全ての当事者が国際法を遵守すること。 

２ 一刻も早く停戦すること。 

３ ガザ地区における人道危機を改善するため、水、食料、燃料、医薬品等の人道

支援物資を供給すること。 

 

上記、決議する。 
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三 鷹 市 議 会 


